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1. はじめに 
 
 本研究では L21型ホイスラー合金 Fe2Mn1-XVXSi の
強磁場磁性についての研究を行なった．ホイスラー
合金 X2MnY において Mn を非磁性遷移金属原子に
置換するとキュリー温度 TCは徐々に低下する．しか
しながら Fe2MnSi 合金では Mn を V に置換してい
くと TC は上昇することが観測された[1]. Fe2MnSi
は強磁性体である[2]. 一方，Fe2VSi は常磁性であ
るので[3], Fe2Mn1-XVXSi ではある V濃度 xで強磁性
が消失すると考えられた．川上は x = 0 では TCが
219 K であるのに対して x = 0.5 では 315 K まで上
昇し，さらに V 濃度 x を高くすると急激に TCが低
下することを確認した [1]. 
  さらに x=0 (Fe2MnSi)の磁化の温度依存性を観
測したところ，60 K 付近にピークが現れた．このこ
とは xが 0または低濃度のもので反強磁性状態が実
現している可能性を示唆している． 
 本研究では x=0 および x = 0.2 の磁化の温度依存
性ならびに磁化の詳細な実験を行なったのでその結
果について報告する． 
 
2. 実験結果および考察 
 
 試料は鹿児島大のアーク炉で育成された多結晶試
料を用いた．詳細は ref.1 を参照のこと．粉末 X 線
散乱から全ての濃度 x で L21構造であることが確認
された．図 1に T = 4.2 K での x =0 および 0.2 の
磁化過程を示す． 
x = 0 では磁場の印加で磁化が上昇し，弱磁場でも
60 emu/g の磁化を観測した．さらに磁化を上昇さ
せると磁化は徐々に増加する．一方，x = 0.2 は 1T
以上でほぼ一定値となる典型的な強磁性の特徴を示
した．磁化曲線からも V濃度の高い x = 0.2 の方が 
Fe2MnSi よりも Tc が高いことがこのグラフからも
伺うことができる． 
 一定磁場中での磁化の温度依存性を Fig. 2 に示し
た．川上の論文 ref.1 によると x = 0 では 200 K 以
上では下に凸の，裾野を引くような温度依存性であ
るが，200 K から 60 K では上に凸の形を示してい
る．60 K 以下では急激な磁化の減少が観則 

  

 

 
 
 
 
 

 
Fig. 1 Magnetization processes of Fe2Mn1-XVXSi 
     for x =0 and 0.2 at 4.2 K.  
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Fig. 2 Temperature dependence of 
magnetization of x = 0 (Fe2MnSi).  
μ0 H indicates  applied magnetic field.  



された． 
 キュリー温度 TCに関する磁気相図を Fig. 3に示す． 
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磁場の上昇とともに TCは低下するが，12 Tにおいて
も 52 K と高い温度を示すのが特徴的である．同じ
L21 型ホイスラー合金 Ru2-xFexCrSi においても帯磁
率に 30 K でピークが観測され，反強磁性的である
ことが我々の研究でも報告されている[4,5]. このよ
うなホイスラー合金での反強磁性的な磁性に関して
は遍歴磁性的な考察も重要であることが示唆されて
いる．Fe2Mn1-XVXSi においては Fe3-yMnySi との比較
から[1,6], 磁気モーメントをもつと考えられている
Mn サイトの情報を中性子散乱などの実験手段を用
いて観測する必要があると考えられる． 
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Fig. 3 Magnetic phase diagram of 
Fe2MnSi. Dots indicate Curie 
temperatures which were measured at 
each static magnetic fields. 


